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明川「郷土資料館」からの眺め    
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１．幹事会開催結果の報告                         （池田） 
日 時 平成15年８月25日18:30～20:00 

場 所 扶桑レクセル新社屋５階会議室 

出席者 清水、浅川、富田、海老沢、高野、林部、湯本、池田 

（広川氏、木村氏からは事前に意見を伺いました。） 

番小屋、茅の輪作りについて、８月 20日に水上町役場で、木村、松土、須田、池田

氏の４名が打合せをおこなった結果、９,１０月のフィールドスタディの内容につき、

いくつか決めなければいけない事項が発生しましたので、幹事会を開催しました。 

 

〈議題１〉番小屋の製作 

〈決定事項〉 

 ・用途については、カマ等の道具置場、茅の一時保管場所とする。 

・場所は、水汲み場の上方30ｍ位の所に設ける。 

・今年はあくまで仮小屋程度のものとし、形態は別図のようなものを施工する。 

・材料は８月29日に役場と地元会員の協力のもと、池田幹事が責任を持ち確保する。 

・現場建方は、９月のフィールドワークの時に実施する。 

2003年８月29日 

森林塾青水 
事務局便り 
茅風通信5号 

束の間の真夏日がもどって来ました。蝉たちも、さぞかしあわただしい夏の日

を過ごしていることでしょう。８月 11日～13日、休暇を利用してフィールドを

訪ねてみました。茅の丈は７月のフィールドスタディの時とほとんど同じ！これ

も異常冷夏のせいなのでしょうか。 

９月の第３回フィールドスタディも間近となりました。その詳細日程と８月25

日開催した幹事会での決定事項など以下お知らせします。 

待ちかねて 

蝉族一斉 

大合唱 
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〈議題２〉ティピー(インディアンテント)製作＝フィールドに来た人達の休憩・ゆとりの場 

〈決定事項〉 

・組み立て・解体のメンテナンスにかなりの労力を要すると判断する。 

・水上のフィールド環境、奥里山の原風景になじまないとの意見が多く、今回の製作は見送るこ

ととする。 

 

〈議題３〉茅の輪作り（大、小） 

〈決定事項〉 

 ・大きな茅の輪は、フィールド水場付近に製作、いずれ巨大かまくらの入口付近に移動。 

 ・材料は、８月29日仮小屋の材料と同様に確保する。 

 ・毎年製作を目標とする。 

 ・大きさは直径２.1ｍ程度とする。 

 ・小さな茅の輪も製作することとし、形態などは今後アイディアを出して決める。 

 ・茅の青刈りは９月、製作は１０月のフィールドワークで実施する。数量は事前に算出しておく。 

※尚、刈り小屋及び茅の輪の木材、竹の材料は、水上町有林の材料を使用できることになりまし

た。 

※刈り小屋及び茅の輪作りに係る費用（多少の材料費）は塾の費用から供出する。 
 

以上、幹事会で確認されたことを報告すると同時に、９月の集まりで会員各位の合意を受ける

こととする。 
 

 

 

 

別図 仮小屋イメージ図（池田氏作成） 
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２.第３回フィールドスタディの実施日程について             （海老沢） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第３回フィールドスタディ・ワークの実施内容 

 
 前回のフィールドスタディの続きで、ミズナラ林の「毎木調査」をおこなう予定でしたが、計

画を変更してカヤ原の現況調査を優先して実施します。カヤ原に「番小屋」を建てる、カヤを刈

って「茅の輪（ちのわ）」を作る、カヤ原の「火入れ」を見越しての樹木類の伐採など、カヤ原

をめぐる動きが具体的になってきたからです。これらはすべて、現在のカヤ原に変更を加える活

動なので、それに先だってカヤ原の現況を把握します。 

 

（１） カヤ原の全体像の把握（１４日１１時～１７時） 

・カヤ原全体が現在、どんな様子なのかを把握する調査です。 

・特に、カヤ原を放置した後に増えてきた樹木類（シラカバ、タニウツギ、バッコヤナギなど）

が、カヤ原にどう混じってきているか。カヤ原を歩いてその様子を調べ、おおまかな分布図

を作りたいと思います。 

（２） カヤ原の植生調査（１５日１０時～１３時） 

・来年春に、カヤ原で「火入れ」を予定していますが、その予定 

地での現況調査です。 

・「火入れ」予定地を、３０ｍ×３０ｍの広さのカヤ原と仮定し 

た場合、その中に、２ｍ×２ｍの調査区を５カ所は確保したい。 

・それぞれの調査区画で調べる項目は、そこに生えている「植物 

の種類」のほか、それぞれの種について「背の高さ」、「被度（区 

画の中でどれくらいの割合を占めているかの度合い）」など。 

・１０月に予定している第４回フィールドスタディでは、火入れ

予定地での「カヤ刈り」を行います。５カ所の調査区画については、刈り取ったススキなど

について、「重さ」（乾燥させて）を測る予定です。こうしたデータをとっておくと、来年火

入れをおこなった後に生えるススキの成長量との比較が可能になります。 

（３） ヒアリング調査（１４日夜） 

・カヤ原の歴史、利用、管理などを中心に、前回のヒアリングで聞き漏らしたことも含め、地

元古老から聞き取りをおこないます。 

・カヤ原だけでなく、藤原地域の自然資源と人々の暮らしとの関わりについても、積極的に聞

き取りをおこないます。藤原地区の将来、私たちの今後の活動展開のあり方のヒントとなる

ような事実が出てくるかもしれません。 

（４）フィールドワーク仮小屋づくり（１４日１１時～１７時、１５日１０時～１５時） 

・茅刈り等に使う道具置場、茅の一時保管用の仮小屋づくりを池田さんの指揮のもと、おこな

います。 

日  時 ９月14日（日）～15日（祝） 

集  合 ９月14日午前１１時 水上町上ノ原フィールド入口 

解  散 ９月15日午後３時頃 現地 

宿泊場所 ロッヂ「雪割草」天然温泉宿 

（自家栽培の新鮮野菜の手作り料理が抜群です！） 
ご主人は藤原の牧野富太郎こと中島武さん（当会員） 

水上町藤原５５３６－１ TEL＆FAX：０２７８－７５－２２１７ 

宿 泊 費 ７５００円（１泊２食）※初日のお昼はお弁当を各自ご持参下さい。 

交  通 ＪＲ上越新幹線「上毛高原駅」10:03着（東京発8:48、大宮発9:14） 

     上毛高原駅に前回同様送迎車あります。   車の方は直接現地へ 
 

2m 

30m 

2m 
30m 
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３．その他のお知らせ                           （浅川） 

 

■麗澤中学学園祭；フィールド研究発表会 
  ７月にフィールドの案内を実施した麗澤中１年生が、９月 13日（土）の学園祭において、そ

の時のフィールド研究の発表をおこないます。中学生がフィールドで何を学び、感じ取ったのか

大変興味深い発表と思われます。ご興味のある方は是非ご参加下さい。 

キャンパスは、広大かつ深い森林公園のような中にあり、樹木観察をするのもよいかと思います。 
【電車】JR常磐線各駅停車（地下鉄千代田線直通）で、南柏駅下車。 東口の1番乗り場から東武バスに乗車し約5

分。「広池学園」で下車。東門からお入りいただき、校舎まで約5分です。 

 なお、発表会の時間はまだ決まっていないため、当日行かれる方は、間近になりましたら事務局

までお問い合わせ頂ければ、お知らせできると思います。 

 

■１０月の第４回フィールドスタディーのお知らせ 
１０月の第４回フィールドスタディーは、一般の方を募集する体験プログラムを兼ねて、水上

町と共同実施します。実施内容は以下の通りです。尚、この案内は水上町のホームページに掲載

されており、また９月１９日発売『田舎に暮らす』VOL3の中で、グリーン・ツーリズム体験の

記事と一緒に掲載されます。 

青水の森   第４回森林塾フィールド・スタディー 
「茅刈・茅編み体験と秋野菜の収穫」 
 
 かつての入会地だった茅場で地元のみなさんの指導のもと茅刈りを行い、その茅を使ってスダ

レ・敷物ミニ炭俵など茅編みを体験する。また、奥利根の水源森を散策し、湧き出てくる水を味わ

ってみる。夜には宿で古老の夜話を聞き、郷土の生活文化や歴史に触れる。２日目には、早起きし、

畑で秋野菜の収穫や・近くの「国指定文化財」仙太郎館を見学したり、雨乞い伝説の「雨呼山」を

散策して、日本人の心の原風景をそのまま残す里山の大自然を地域丸ごと満喫する。 
日  時 １０月１７日（金）～１９日（日）２泊３日 18(土)～19(日)の（１泊２日も可） 
場  所 群馬県水上町藤原 青水の森 
内  容 茅刈り・茅編み・秋野菜収穫・水源の森散策 
集  合 １７日（金）１１：００に水紀行館（上毛高原駅よりリレーバスで１５分） 

参 加 費 ２泊６食 １７，３００円（宿泊費・食事６食・体験料含む）共に「野菜・キノコのおみ

やげ付き」 
参加人数 ３０名（先着順） 
締め切り １０月３日まで 
主  催 森林塾「青水」／水上町グリーン・ツーリズム戦略検討委員会 
申込み・問合せ先  水上町役場 建設農林課 電話０２７８－７２－２１１１（内線１０７） 
メール・アドレス  mailto:shinsuke@town.minakami.gunnma.jp?Subject=奥利根水源の森 原生林
散策と稲刈り体験 
 

■来年の活動についてご提案下さい 
  当塾も４月から順調に様々な活動がおこなわれ、フィールドの状況や藤原集落の様子も徐々に

わかってきたかと思います。第３回、第４回のフィールドスタディを通してさらに状況がわかり、

仮小屋づくりなどフィールド内の整備も徐々に行われていきます。 

  そこで、そろそろ来年何をしていこうか考え、事業計画を作成していきたいと思います。そし

て事業を実施していくために、様々な機関が実施している助成を利用して、当塾がさらにレベルア

ップできればと考えています。助成の申請には準備期間が必要となりますので、１０月末ぐらいま

でに皆様のご意見・アイディアをお寄せ下さい。現在、助成機関をリストアップしています。 

以 上 
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第３回フィールドスタディ出欠席連絡表 

 
ご出席を必ずお知らせ下さい。（下記のいずれかに○印をつけてください） 

 

お 名 前               参加します  ・  欠席します 
ご連絡先            

                      

              

 ご希望の日程 13日 

夕食 

14日 

朝食 

14日 

夕食 

15日 

朝食 

15日 

昼食 

ア ９月14日(日)～９月15日(祝)１泊２日コース      

イ ９月14日(日) 日帰りコース      

ウ ９月15日(祝) 日帰りコース      

エ ９月13日(土)～９月15日(祝)２泊３日コース      

 

近

況

な

ど 

通

信

欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先 

（東京事務所）扶桑レクセル監査役室 清水宛 ＦＡＸ０３－３３４５－７４７１ 

 

（水上事務所）水上工房       広川宛 ＦＡＸ０２７８－７２－６２５０ 

 

締め切り９月３日（水曜日） 

 宿の手配がありますので必ずご連絡下さい。 
 

 

その他ご意見等ございましたらご連絡下さい。 

森林塾青水事務局 

Ｅ-mail：sinrinjyuku@fibierbit.net 

Http://www.fiberbit.net/user/sinrinjyuku/ 
 


